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罪を犯した障がい者・高齢者の支援について�

～更生保護施設「虹」での受け入れ～�

IQ相当値（CAPAS）�

IQ69以下の者の退所先�

49以下　13人�

社会福祉施設 1人
持ち家7人�

50～59　27人�

60～69　�
51人�

70～79　80人�

80～89　95人�
90～99 63人�

100～109　23人�

110以上 5人�

不詳 122人�

民間賃貸9人�

社宅・寮　17人�

親戚・知人13人�

ウィークリー�
マンション 2人�

簡易宿泊所�
カプセルホテル 1人�

病院 1人�

その他 3人�

矯正施設の中に障がい者・高齢者が多く存在するという厚生労働科学研究での研究結果をふまえ、出所
後の「受け皿」にあたる更生保護の分野でも改革が進められました。
その一つが社会福祉法人やNPO法人による更生保護事業への参入です。社会福祉法人が運営する初

の更生保護施設としてコロニー雲仙が２００９年４月から開所した「虹」（長崎県雲仙市）の取り組みから、更生
保護施設における罪を犯した障がい者・高齢者の支援の流れを説明します。

更生保護施設における罪を犯した障がい者の実態

厚生労働科学研究の調査では、２００６年９月に全国の更生保

護施設１０１か所を退所した４７９人の内、潜在的に知的障がいを

有すると思われる者は１９．１％の９１人でした。その中で福祉施

設が移行先だった者は１人に留まっています。（『厚生労働科学

研究報告書 罪を犯した障がい者の地域生活支援に関する研究』）

６か月以内での退所が義務付けられている更生保護施設で

は、短期間で就労自立が可能な人が優先され、長期利用にな

りやすい知的障がい者や高齢者の受け入れは消極的な傾向に

ありました。また受け入れたとしても、福祉サービスの知識

や関係機関との連携が不足しているため、「福祉の支援ニー

ズ」を汲み取り自立まで導くことが困難でした。前記の移行

した１人も身体障がいがあり、「福祉の支援ニーズ」に応え

た者ではありませんでした。

この様な実態を踏まえ、更生保護施設検討委員会では、満

期出所者３０，０００人の内、出所後に福祉的な支援が必要な高齢

者・障がい者は１，０００人と試算しています。（法務省保護局第１２

回更生保護施設検討会資料）
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（内女子4人）
合計 18人

受け入れ

更生保護施設「虹」�

20歳未満  2人
（女性1人）

20歳～29歳  2人

50歳～59歳  1人
（女性1人） 

70歳～79歳 1人

60歳～69歳
 7人 30歳～39歳  3人

（内女性2人）

40歳～49歳  2人

60歳以上は8人 44　%

高齢 6人（33%）

高齢・障がい
 2人（11%）

障がい 
9人（50%）

その他　1人（6%）

49以下  7人
（40%）

50～59  1人（5%）

60～69  3人（17%）

その他 4人
（23%）

不明 1人（5%）

90～ 1人（5%）

70～79 1人（5%）

IQ69以下の者

62　%

必要なし 4人 22%  病院受信回数 のべ99　回�

（内2人が要介助）�

 一人平均 5.5　回�

 投薬 12　人�
病院受診の�
必要あり　14人�78　%

更生保護施設「虹」事業所概要

■ 更生保護施設「虹」の概要
社会福祉士の配置から「虹」開所へ

厚生労働科学研究の研究成果を踏まえ、�社会福祉法人

等の更生保護事業への参入、�矯正施設や更生保護施設へ

の社会福祉士の配置、�PFI 刑務所内の特化ユニット（精

神や身体に障がいを抱える人

の処遇を担当）の設置等、出

所後の進路を想定しての様々

な改革が行われました。

このような中で、２００９年４

月、社会福祉法人による初の

更生保護施設「虹」が開所し

ました。

福祉の支援ニーズ」に応える５つの特徴

１．社会福祉法人が設置した初の更生保護施設。
２．特別調整（Ｐ５参照）を対象とする「高齢又は障害により特に自立が困難な矯正施設出所者等を保護する

更生保護施設」の指定施設。
３．同法人内の福祉事業所との連携により、「福祉の支援ニーズ」に応える。
４．閉所した入所施設を更生保護施設に転用。
５．罪を犯した障がい者の「つなぐ」役割を担う長崎県地域生活定着支援センターとの連携。

■ 支援の実績（２００９年４月２日～１１月１４日）

「高齢又は障害により特に自立が困難な矯正施設出所者

等を保護する更生保護施設」の指定施設

所在地 長崎県雲仙市瑞穂町古部甲２５０４

設置年月日 ２００９年４月２日

定 員 ２０名 男子１０名（成年男子８名、少年男子２名）

女子１０名（成年女子９名、少年女子１名）

職 員 現員５名（内保護司２名、社会福祉士１名）

沿 革 ２００９年３月３０日

法務大臣より更生保護施設の認可を受ける

４月１日 同認可受理

４月２日 更生保護施設「虹」開所

自立訓練（生活訓練）を利用
した体力づくり

年齢 障がい者・高齢者の割合

注１ 「高齢者」とはおおむね６５歳以上で特
別調整と認定された者。

注２ 「障がい者」とは障害者手帳（療育手
帳・身体障害者・精神障害者）所持者。

注３ 「高齢・障がい者」とは障害者手帳を
所持し、６５歳以上の者。

IQ 相当値（CAPAS） 医療的ケア度

注１ 病気の内訳は、高血圧が５人、Ｃ型肝炎が３人、その他胆石、白内障、緑内障、
肝臓腫瘍疑い、胃癌再発疑い、椎間板ヘルニア、肝硬変、関節炎、アキレス腱
断裂後遺症等が１人ずつ。

注１ その他は IQが判明している者。IQは
次の通り、IQ５７、IQ５８、IQ６９、IQ４３。

４２３．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～更生保護施設「虹」での受け入れ～



NPO長崎県地域生活定着支援センターとの連携�

対象者の選定から移行先の調整まで、NPO長崎県地域生活定着
支援センターと連携して支援を行います。本人の特性を理解した担
当者が継続して関わることで、切れ目のない「つなぐ」支援が提供出
来ます。

刑期終了日と福祉事業所の利用開始までに福祉の手立てが整わ
ず「タイムラグ」が生じることがあります。こういった「更生緊急保護」
（※）の対象者となる、出所後すぐに帰住先のない人がシェルターと
して利用しています。

近隣には同法人による福祉サービス事業所をはじめ多くの事業所
が展開しているので、在所中から見学や体験利用を行っています。
また、事業所単位では、SST（生活技能訓練）も合同で開催していま
す。
このような福祉との連携は、早期から福祉サービス利用に向けたト

レーニングを実施できるだけでなく、福祉事業所と共同して手厚い医
療支援を行えるという点でも有効です。
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●　状態の把握

●　状態の把握

●　見学・体験利用
●　帰住先に合わせた福祉事業所の利用

●　見学・体験利用
●　グループホーム・ケアホームでの実習

生活の場

日中活動 更生保護施設�

更生保護施設�矯正施設�
（刑務所、少年院等）�
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更生保護施設「虹」�更生保護施設「虹」�

法人内外福祉事業所

●　移行先での実習

●　移行先での実習

移行先福祉事業所

受け入れ準備� 各種トレーニング� 移行・アフターフォロー�移行準備�アセスメント�アセスメント�

●　合同支援会議

●　面談・受け入れの決定
●　必要な福祉的支援の準備

●　信頼関係づくり
●　健康診断
●　個別支援計画の作成

●　福祉事業所の見学・体験利用
●　SST（生活技能訓練）
●　就労トレーニング（地域事業所での実習）
●　生活トレーニング（グループホーム・
　　ケアホーム等での実習）

●　移行先決定

●　移行先での生活実習

（移行先の関連機関との打ち合
わせと調整）

●　次のステップへの旅立ちを祝う会
●　移行先との連携

個別支援計画

・どこで生活するか?
・どんな日中活動を行うか?
・一般就労が可能か?
・必要な福祉的・医療的
支援は何か?

関連機関との合同支援会議 関連機関との合同支援会議

日中系事業所� 日中系事業所�

グループホーム・ケアホーム�グループホーム・ケアホーム�

シェルターとしての機能�

生活は「司法」の制度、日中は「福祉」の制度を利用�

※　更生緊急保護
身よりがなく、自身での改善更生が困難な人を対象に、
更生保護施設への入所を希望する人に対して、最
長6か月間の保護観察所の委託により、更生保護
施設へ入所できる制度。

移行先福祉事業所
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＜正式利用＞

6か月以内で移行先へ

「おかえりなさい」
で迎える
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職業面

職業能力評価

トレーニング
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福祉サービス�
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ハローワーク�

連携

障害者就業・生活支援センター�

ハローワーク�

包括支援センター�

相談支援事業所�

SST（生活技能訓練）の指導

発達障害者支援センター�

医療機関�

・女性会
・BBS

・保護司会
・協力雇用主
・その他

支援

支援団体�

■ 支援の流れ
福祉との連携により司法から福祉のスタートにバトンをつなぐ

■ 各機関との連携
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